
バーチャルパワープラント（VPP）とは、需要家側エネ

ルギーリソースの他、電力系統に直接接続されている発

電設備、蓄電設備の保有者もしくは第三者が、そのエネ

ルギーリソースを制御（需要家エネルギーリソースから

の逆潮流も含む）することで、発電所と同等の機能を提

供することです。

バーチャルパワープラント
（VPP:Virtual Power Plant）

ディマンドレスポンス（DR）とは、需要家側エネルギー

リソースの保有者もしくは第三者が、そのエネルギーリ

ソースを制御することで、電力需要パターンを変化させ

ることです。

ディマンドリスポンス
（DR:Demand Response）

「エネルギー・リソース アグリゲーション・ビジネスハンドブック」、 「バーチャルパワープラント」リーフレット（資源エネルギー庁）
（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/advanced_systems/vpp_dr/download.html）を元に作成（抜粋）

・調整力提供

系統安定化業務に必要な電源等の能力を供給

・インバランス回避

発電・需要の計画と実績の差の発生を回避

・出力抑制回避：

需要創出により太陽光出力抑制を回避

・電力料金削減

省エネやピークシフト等により電力料金削減

など

様々なサービスの提供が期待されています

ＶＰＰのイメージ

資源エネルギー庁
「ＥＲＡＢハンドブック」より抜粋

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/advanced_systems/vpp_dr/download.html


ＶＰＰ・ＤＲを活用したビジネスとして、既に「ネガワット取引」が始まっています。「ネガワット取引」とは、

アグリゲーター等との事前契約に基づき、電気のピーク需要のタイミングで節電を行う、インセンティブ

型の下げＤＲのことをいいます。

アグリゲーター等との契約により、事業者だけでなく一般家庭の需要家もＤＲに参加することができま

す。また、需要家はこの取組に参加することにより報酬を手にすることも可能です。

ネガワット取引

※計画値同時同量：需給バランスを保つため、小売り電気事業者（または発電契約者）が、３０分ごとに需要計画（または発電計画）と
需要実績（または発電実績）を一致させるよう調整を行う制度。

※調 整 力：周波数制御、需給バランス調整に必要となる電源のこと。調整力の調達については、供給区域の一般送配電事業者が担って
おり、多くの電源等への参加機会の公平性確保、調達コストの透明性・適切性の確保の観点から、公募により行われています。

「エネルギー・リソース アグリゲーション・ビジネスハンドブック」、 「バーチャルパワープラント」リーフレット（資源エネルギー庁）
（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/advanced_systems/vpp_dr/download.html）を元に作成（抜粋）

・リソースアグリゲーター（ＲＡ）

需要家とＶＰＰサービス契約を直接締結してリソース制御を

行う事業者

・アグリゲーションコーディネーター（ＡＣ）

リソースアグリゲータが制御した電力を束ね、一般送配電

事業者や小売事業者と直接電力取引を行う事業者

※アグリゲーター等

※上げ・下げＤＲ

※

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/advanced_systems/vpp_dr/download.html

